
＜事業名＞ 伝統文化日本舞踊出前授業                                                 

 

事

業

内
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伝統文化である日本舞踊の継承が困難な中、但馬に在住する舞踊家が集結し、小学校や

こども園に出向いて、子ども達に日本舞踊にふれてもらい、正しい礼儀作法や所作を教え

ることにより、但馬の子ども達の育成の一助としました。 

また本年度も、伝統文化日本舞踊を大切にしながら、洋楽のフルートやハープの生演奏

と日本舞踊のコラボレーションで、子ども達に新しい形の舞踊を鑑賞させました。 

1. 日本舞踊の鑑賞     2. 日本舞踊の基本の指導 

  3. 日本舞踊を教える    4. 邦楽と洋楽の融合の舞踊を観せる 

地

域 
豊岡市・朝来市 

事

業

の

効

果 

 

①団体（組織）内の効果 

 日舞の継承者の少ない現在、伝統文化日本舞踊を次世代につなぐ目的として、会員が一

致協力して、こども園に出前授業を行い、結果を出すことが出来ました。 

 会員はお互いに協力しながら意思疎通を図り、団結して本事業に挑みました。 

②地域への効果 

コロナ禍で、本年も出前授業に支障をきたすと会員一同大変心配致しました。 

お陰様でなんとか 10 月、11 月の 5園はマスク手洗いを徹底し、３密を避け、換気など、

こども園のご協力のもとで無事に事業を実施することが出来ました。 

しかし、1 月 25 日に出前授業を予定していた香住小学校から、感染者が発生したので中

止にしますと連絡がありました。 

その日に向けてプログラムを作成したり、稽古をしたりと準備万端にしていましたが、

やむを得ないこの現実を受け入れるしかありませんでした。 

他の５園のこども達は、コロナで自粛生活を強いられている中で、真剣に静かに観て楽

しんでくれたと思います。 

おもしろたのしみえこども園の子ども達は、みんなで踊ろう！の｢村まつり｣を殊の外喜

んで踊ってくれて｢あと 10 回踊りたい！｣と言った男の子が印象的でした。 

中筋幼稚園のこども達は全員で５名。出向いた講師の人数の方が多くきめ細やかに指導

する事が出来ました。 

日本古来の舞踊を鑑賞したあと、講師のフルート奏者上田賢一氏が奏でられる美しい曲

とコラボした日本舞踊を熱心に鑑賞し、そのあとお辞儀の仕方を学びました。 

 こうした経験が、一人でも多くの子ども達が日本舞踊に興味を持ってくれるきっかけに

なればと期待しています。 

この非常事態の中で、予定どおりの事業を実施できた５園ですが、子ども達の心のケア

に役立てたのではないかと、会員一同自負しております。 

そういう意味では大きな収穫があったのではないかと考えています。 

 地域への効果としては、10 月に人数制限を設けて地域の方々を招待出来た朝来市のひま

わりこども園の出前授業でしたが、大層喜んで頂いたのでかなり効果があったと考えます。 

 

団 体 名 但馬舞踊協会 

所 在 地  豊岡市出石町 

代表者名  和多田 美千代 



R3.11. 9  神美幼稚園（豊岡市） 

事

業

経
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 ７月１９日 

８月２５日 

１０月１２日 

１０月１２日 

１０月２２日 

１０月２６日 

１０月２９日 

１１月 １日 

１１月 ４日 

１１月 ９日 

１１月２２日 

 ２月 ４日 

淡島流稽古場 役員出前授業の打ち合わせ 

ひまわりこども園(朝来市)日本舞踊出前授業の打ち合わせ 

出石愛育園(豊岡市)日本舞踊出前授業の打ち合わせ(資料持参) 

おもしろたのしみえこども園(豊岡市)へ打ち合わせ(資料持参) 

ひまわりこども園(朝来市) 伝統文化日本舞踊出前授業実施(45 名) 

出石愛育園(豊岡市) 伝統文化日本舞踊出前授業実施(21 名) 

おもしろたのしみえこども園(豊岡市)伝統文化日本舞踊出前授業(30 名) 

神美幼稚園(豊岡市)へ日本舞踊出前授業の打ち合わせ(資料持参) 

中筋幼稚園(豊岡市)へ日本舞踊出前授業の打ち合わせ(資料持参) 

神美幼稚園(豊岡市)訪問 伝統文化日本舞踊出前授業実施(12 名) 

中筋幼稚園(豊岡市)訪問 伝統文化日本舞踊出前授業実施(7 名) 

精算及び実績報告書作成 

 

協
働
の
相
手
方

豊岡市教育委員会こども育成課 出石愛育園 おもしろたのしみえこども園 

                 神美幼稚園 中筋幼稚園 

  社会福祉法人明照福祉会 ひまわりこども園(朝来市) 

今

後

の

課

題

等 

〈事業を実施する上での課題〉 

①団体（組織）の課題 

 1.会員の高齢化が進み、熱意のある若い指導者を育成しなければならない。 

 2.コロナ禍での事業を実施するにあたり、工夫を重ねながら対策を考える。 

3.事業を実施するための資金を確保しなければならない。 

 人材不足、コロナ対策、資金調達など課題が山積です。 

②地域の課題 

 コロナ禍で、地域の方々に日本舞踊を認識してもらうためのイベント等の開催が難しく

なっています。9 月 26 日の舞踊発表会(豊岡市民会館)も三度の延期を重ねた結果、よう

やく開催出来ました。 

 一日も早くコロナが終息し、地域の方々に伝統文化日本舞踊を観て頂ける機会が増える

ようになってもらいたいものです。 

〈令和４年度以降の事業計画〉 

昨年同様にコロナ対策を万全にして、この伝統文化日本舞踊出前授業を行う予定です。 

伝統文化日本舞踊を大切にしながら、洋楽と日本舞踊のコラボレーションを行います。 

R3.10.26  出石愛育園（朝来市） R3.10.22  ひまわりこども園（朝来市） 

R3.11.22  中筋幼稚園（豊岡市） 


